
平成 31 年新年号 №525 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店

でも配布しています。 

また、インターネットではフル

カラーでご覧いただけます。 

○八戸市ホームページ 

http://www.city.hachinohe.

aomori.jp/ 

 

 

 

 
のうぎょうだより 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

八
戸
市
農
業
委
員
会 

会
長 
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田 

悦 

子  
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
飛
躍
と
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
会
の
業
務
推

進
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
改
正
農
業
委
員
会
法
が
平
成
28
年

４
月
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、
各
地
の
農
業
委

員
会
で
は
順
次
、
新
体
制
へ
の
移
行
が
進
め

ら
れ
、
昨
年
10
月
に
は
全
国
１
，
７
０
３
の

す
べ
て
の
農
業
委
員
会
が
移
行
を
完
了
し
ま

し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
委
員
数
は
旧

体
制
の
約
3.5
万
人
か
ら
新
体
制
で
は
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
合
わ

せ
約
4.1
万
人
に
増
加
し
、
制
度
改
正
の
主
眼

で
あ
る
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
、
具
体
的
な
成
果
を
着
実
に

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
各
方
面
か
ら
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
農
家
意
向
調

査
の
実
施
、
ま
た
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
農
家
座
談
会

の
開
催
な
ど
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
年
は
元
号
の
変
更
や
、
八
戸
市
市
制
施

行
90
周
年
な
ど
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
年

と
な
り
、
次
代
へ
の
大
き
な
流
れ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
地
域

か
ら
担
い
手
が
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

農
地
を
担
い
手
に
集
積
し
面
的
に
も
集
約
す

る
な
ど
、
効
率
的
な
農
地
利
用
を
図
る
こ
と

は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

こ
の
農
地
流
動
化
の
実
現
の
た
め
に
も
地

域
農
業
者
の
相
談
者
と
し
て
の
役
割
を
さ
ら

に
積
極
的
に
担
い
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
同
時
に
地
域
に
住
む
人

た
ち
が
地
域
の
農
業
を
ど
う
し
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
話
し
合
っ
て

自
分
た
ち
で
将
来
を
決
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

私
ど
も
農
業
委
員
会
は
、
今
年
も
「
人
と

農
地
」
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

夢
と
希
望
が
持
て
る
農
業
・
農
村
の
実
現
を

目
指
し
、
国
、
県
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
農
業
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

結
び
に
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈

り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

              

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
農
地
転
用
」
に
は
次
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

・
市
街
化
区
域
外
の
農
地
…
農
業
委
員
会
か

ら
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
る 

・
市
街
化
区
域
内
の
農
地
…
農
業
委
員
会
へ

農
地
転
用
を
届
け
る 

 

な
お
、
市
街
化
区
域
外
の
農
地
転
用
は
、

場
所
、
目
的
、
規
模
な
ど
に
よ
り
許
可
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

農
業
委
員
会
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
違
反
転
用
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
に
よ
り

工
事
の
中
止
や
現
状
回
復
命
令
や
罰
則
の
適

用
が
あ
り
ま
す
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
５ 

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

八
戸
市
農
業
委
員
会 

会

長 

籠 

田 

悦 

子 
 

馬 

場 
  

豊 
 

谷 

地 

秀 

典 
               

明 

戸 

政 

勝 
               

加 

藤 

浩 

幸 
               

齋 

藤 

正 

人 

委 

員 

一 

同 

農
業
委
員
会
事
務
局 

一
同 

謹 賀 新 年 農
地
の
転
用
に
は
適
正
な 

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う 
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市川／南浜・美保野／島守／中沢の 

各地区で耕作されている農業経営者の皆様を対象とする 
 
 
 
 
   

 国では、地域農業の振興を図るため、新規青年就農者への資金の交付や、農業用機械の導入

のための経営体育成支援事業等を実施しています。 

 当市では、これらの国の事業を行うため、また、これからの地域農業のあり方を検討するための

「経営再開マスタープラン」を各地区において更新するため、準備を進めているところです。 

つきましては、プランに関する皆様のご意見を賜りたく、次のとおり座談会を開催します。 

皆様お誘い合わせの上、お集まりください。 

問農業経営振興センター ☎ 27－9163 FAX 27－9166 
 

地 区 日 時 場 所 

市 川 １月 22日（火）13：30～ 
市川公民館 図書室 

（八戸市大字市川町字赤畑 19-2） 

南浜・美保野 １月 30日（水）13：30～ 
八戸市農業経営振興センター 

多目的研修室 
（八戸市大字尻内町字毛合清水 29） 

島 守 
中 沢 

２月  ５日（火）13：30～ 
南郷事務所 大会議室 

（八戸市南郷大字市野沢字黒坂 11-10） 

 

 

 

   

加
入
申
込
期
間
は
平
成
30
年
12
月
３
日

か
ら
平
成
31
年
３
月
25
日
ま
で
で
す
。 

り
ん
ご
農
家
の
み
な
さ
ん
、
近
年
、
地
球

温
暖
化
に
伴
い
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
自

然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
台
風
や
ひ
ょ

う
、
霜
か
ら
り
ん
ご
経
営
を
守
る
、
り
ん
ご

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

り
ん
ご
共
済
は
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負

担
し
、
防
風
ネ
ッ
ト
等
の
防
災
設
備
が
あ
れ

ば
さ
ら
に
掛
金
の
割
引
も
あ
り
ま
す
。 

次
の
特
定
危
険
方
式
（
災
害
を
限
定
す
る

方
式
）
及
び
総
合
短
縮
方
式
（
災
害
を
限
定

し
な
い
方
式
）
は
、
平
成
31
年
産
り
ん
ご

を
補
償
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
（
４
月
の

発
芽
期
か
ら
そ
の
年
の
収
穫
期
ま
で
８
ヶ
月

間
） 

【
特
定
危
険
方
式
】 

①
暴
風
雨
方
式 

②
ひ
ょ
う
害
方
式 

③
凍
霜
害
方
式 

④
暴
風
雨
・
ひ
ょ
う
害

方
式
（
２
点
セ
ッ
ト
） 

⑤
暴
風
雨
・
ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
方
式 

（
３
点
セ
ッ
ト
） 

【
減
収
総
合
短
縮
方
式
】 

す
べ
て
の
自
然
災
害
、
病
害
虫
、
鳥
獣
害

が
対
象
。 

 

☎
０
１
７
６-

22-
８
１
５
１ 

果
樹
共
済
加
入
で 

「自
然
災
害
か
ら
り
ん
ご
経
営 

を
守
り
ま
し
ょ
う
」 

 

コ
ナ
モ
ン
（
粉
も
ん
）
と
は
、
粉
を
使
っ

た
料
理
の
総
称
で
、
た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼

き
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
パ
ン
、
パ
ス
タ
な

ど
、
小
麦
粉
だ
け
で
な
く
、
米
粉
、
と
う
も

ろ
こ
し
粉
、
豆
粉
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
粉
を
ベ

ー
ス
に
つ
く
ら
れ
た
食
べ
物
の
こ
と
で
す
。 

 

南
部
地
方
は
、
昔
か
ら
「
や
ま
せ
」
の
影

響
を
受
け
る
た
め
、
稲
作
に
不
向
き
な
土
地

と
さ
れ
、
冷
害
に
強
い
小
麦
や
そ
ば
、
あ

わ
、
ひ
え
な
ど
雑
穀
の
栽
培
が
盛
ん
に
な

り
、
そ
れ
ら
を
粉
に
挽
い
て
食
べ
る
食
文
化

が
発
達
し
ま
し
た
。 

北
の
コ
ナ
モ
ン
の
中
で
も
最
も
有
名
な
の

は
、
南
部
地
方
の
伝
統
郷
土
料
理
「
せ
ん
べ

い
汁
」
で
す
が
、
他
に
も
「
ひ
っ
つ
み
」

「
あ
ず
き
ば
っ
と
」
「
豆
し
と
ぎ
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
お
盆
の
時
に
作
ら
れ
る
コ
ナ
モ

ン
「
せ
な
か
あ
て
」
は
、
小
麦
粉
で
作
り
、

き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
、
四
角
く
平
ら

な
も
ち
と
ひ
も
状
の
も
ち
で
す
。
こ
れ
は
お

盆
で
ご
先
祖
様
が
向
こ
う
へ
お
土
産
を
持
っ

て
帰
る
際
、
四
角
い
も
ち
は
背
負
う
と
き
に

背
中
が
痛
く
な
い
よ
う
に
、
ひ
も
は
背
負
い

や
す
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

年
中
食
べ
ら
れ
る
コ
ナ
モ
ン
と
は
違
い
、

お
盆
に
だ
け
食
べ
ら
れ
る
こ
の
「
せ
な
か
あ

て
」
は
、
日
本
全
国
の
ご
先
祖
様
の
た
め
に 

作
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
、
実
は
郷
土
料

理
だ
っ
た
こ
と
に
驚
き
。 

 

全
国
の
ご
先
祖
様
は
、
何

を
背
負
っ
て
帰
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
？ 
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加
入
相
談
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
後
期
） 

 平成 31年１月から新たに始まった農業経営収

入保険及び既存の各セーフティネットの制度につ

いて周知を図るため、次の日程で研修及び個別の

加入相談会が開催されます。参加をご希望の方

は、申込期限までに八戸市農業経営振興センター

へご連絡をお願いいたします。 

日時 ２月 14日（木）13：30～15：30 

（研修１時間、個別相談１時間） 

場所 八戸合同庁舎会議室 

（八戸市大字尻内町字鴨田７） 

内容 農業経営収入保険の加入申請状況について 

   青色申告実施のメリットについて 

   農業共済の制度変更について 

申込期限 ２月６日（水） 

申 八戸市農業経営振興センター 

☎２７－９１６３（平日の８：15～17：00） 

FAX２７－９１６６ 

農業経営セーフティネット 
 

 

日時 テーマ 講師 

1月 28日(月)19時～20時 

※受付 18時 45分～ 
八戸の農業の新たな可能性 
「薬用作物」 

株式会社ツムラ 生薬本部 生薬三部 
こんどう  けんじ 

部長 近藤 健児氏 

1月 29日(火)19時～20時 
※受付 18時 45分～ 

八戸の農業の新たな可能性 
「ワイン用ぶどうと６次産業」 

八戸学院大学 学長補佐・地域経営学部 
            に わ  ひろまさ 

地域経営学科 教授 丹羽 浩正氏 
 

 主催 八戸市、八戸地域担い手育成総合支援協議会 

 対象 農業経営者、農業による起業希望者、他産業からの農業参入希望者等 

 定員 各 40名（先着順） 

 場所 はっち２階 シアター２ 

 申込期限 １月 25日（金）午後５時まで 

 

 八戸農業セミナー開催のお知らせ 
 

 

加入相談キャラバン（後期） 
 開催のお知らせ 
 

「あおもりの農作業の上手い人たち」 
 

 県では、農業の労働力不足の現状を踏まえ、

農作業をお手伝いしてくれる「あおもりの農作

業の上手い人たち」を募集しています。現在、

県内５つの農協等が、無料職業紹介事業として

農業の求人・求職をあっせんしており、このた

び、県民の皆様への求人情報のワンストップサ

ービスを目的に、青森県農業労働力求人マッチ

ングサイト「あおもりの農作業の上手い人た

ち」（http://www.aomori-agrijob.com/）を開

設しました。 

問 青森県構造政策課 

☎０１７－７３４－９４６３ 

八戸市農業経営振興センター 

☎２７－９１６３ 

（平日の８：15～17：00）  

FAX２７－９１６６ 

 申・問 八戸市農業経営振興センター 

 ☎２７－９１６３（平日の８：15～17：00） FAX２７－９１６６ 

 Email:nokei@city.hachinohe.aomori.jp 

 

 

を募集しています 
 

八
戸
市
農
業
委
員
会
は
「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
目

標
と
推
進
方
法
を
定
め
活
動
し
て
い
ま

す
。 ①

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ

い
て
は
、
利
用
状
況
調
査
や
利
用
意
向
調

査
を
行
う
こ
と
や
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

の
違
反
転
用
の
早
期
発
見
等
、
農
地
の
適

正
な
利
用
の
確
認
に
関
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
荒
廃
農
地
の
発
生
・

解
消
状
況
に
関
す
る
調
査
で
再
生
利
用
困

難
に
区
分
さ
れ
た
荒
廃
農
地
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
「
非
農
地
判
定
」
を
行

い
、
守
る
べ
き
農
地
を
明
確
に
し
て
い
ま

す
。
（
30
年
度
の
目
標
…
10

ha
の
遊
休

農
地
解
消
） 

②
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

等
と
連
携
し
、
復
元
可
能
な
遊
休
農
地
や

経
営
の
廃
止
・
縮
小
を
希
望
す
る
高
齢
農

家
等
の
農
地
等
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
家
座
談
会
や
の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り

を
通
し
て
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
農
地
の

出
し
手
と
受
け
手
の
意
向
を
踏
ま
え
た
マ

ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。
（
30
年
度

の
目
標
…
農
地
面
積
72
．

4

ha
増
） 

③
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
も
活
用
し
て
企
業
の
参

入
の
推
進
を
図
り
、
ま
た
地
域
の
受
入
れ

条
件
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
後
見
人

等
の
役
割
を
担
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。
（
30
年
度
の
目
標
…

新
規
参
入
10
経
営
体
5.4

ha
） 

http://www.aomori-agrijob.com/
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当
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る
農
地
法
第

３
、
４
、
５
条
の
許
可
申
請
・
届
出
の
受

付
期
間
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請
内

容
や
申
請
書
類
に
つ
い
て
、
事
前
に
農
業

委
員
会
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
30
年
度
の
年
間
予
定
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
の
窓
口
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
４ 

                  

   

 

農
業
委
員
と
し
て
３
年
、
農
地
利 

 

用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
１
年
４ 

か
月
に
わ
た
り
本
市
の
農
業
振
興
に 

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
大
久
保
秀
幸
さ 

ん
（
尻
内
町
）
が
11
月
22
日
に
ご 

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
深
く
追
悼
の
意
を
表
す
と 

と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し 

ま
す
。 

   

 

先
日
１
年
に
１
度
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て 

き
ま
し
た
。
結
果
は
、
年
々
Ａ
判
定
（
異
常
な 

し
）
が
減
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
運 

動
も
ほ
と
ん
ど
す
る
こ
と
な
く
、
食
事
に
も
あ 

ま
り
気
を
使
わ
ず
、
ま
あ
ま
あ
間
食
も
す
る
生 

活
な
の
で
、
こ
の
結
果
は
当
然
な
の
で
し
ょ
う 

が
、
日
々
衰
え
て
い
く
こ
の
体
を
も
う
少
し
労 

わ
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
省
し
て 

い
ま
す
。 

昨
春
か
ら
階
段
利
用
は
継
続
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
更
に
運
動
量
を
増
や
し
、
美
味
し
い
お

米
と
野
菜
で
食
生
活
を
改
善
し
、
体
に
元
気
を

取
り
戻
し
、
次
回
の
人
間
ド
ッ
ク
で
ほ
ぼ
Ａ
判 

定
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

古
舘 

編
集
発
行 

平
成
31
年
新
年
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３
） 

印
刷
部
数
４
，
２
５
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.62
円 編

集
後
記 

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

１月 1/11-1/18 2/15 3/6 

２月 2/12-2/20 3/14 4/1 

３月 3/11-3/20 4月中旬予定 5月上旬予定 

農地法届出 

申請月 締切日 交付日 締切日 交付日 

１月 1/7 1/15 1/21 1/31 

２月 2/5 2/15 2/20 2/28 

３月 3/5 3/15 3/20 3/29 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 

大
久
保
秀
幸
委
員 

ご
逝
去 

 
 

 三八地域の６市町で組織する三八地方農業観光

振興協議会では、農業観光振興及び地域経済の発展

のために、全国からの児童・生徒を対象に農業体験

修学旅行の受入れを各市町が連携して行っていま

す。 

 八戸市では現在、南郷地区内の農家により「南の

郷ツーリズム協議会」が組織され、農業体験修学旅

行やホームステイ等の受入れに対応しています。 

しかしながら、農家の方々の高齢化など、近年の

社会的情勢から年々、受入れ農家が減少傾向にあ

り、農業体験修学旅行の受入れ自体が危ぶまれつつ

あることから、受入れをしてくださる農家を広く募

集いたします。 

 住所、作物、専業・兼業、経営規模等は不問です。

お気軽に担当までお問い合わせください。 

問八戸市農業経営振興センター 

☎２７－９１６３ FAX２７－９１６６ 

 どんなことをすればいいかわからない、 

受入れは不安… という方へ 

 生徒は農業体験「学習」のために来るため、「観

光」や「おもてなし」をする必要はありません。

みなさんの「日常」、普段の畑仕事・普段の食事

を一緒にするだけで、生徒にとっては普段味わう

ことができない貴重な体験となるのです。 

 生徒にとっては全てが新鮮で、楽しい思い出と

なるだけでなく、受け入れた農家のみなさんにと

っても、子ども達と触れ合い、『日常』が『非日

常』へと変わり、逆に元気をもらい活力が湧いて

くるそうです。まるで子どもや孫が大勢帰ってき

たような感覚だとか。 

 また、ペットを飼っている家庭には該当の動物

アレルギーがある生徒は割り当てない、食物アレ

ルギーがあれば事前にお知らせする等の対応を

必ずいたします。 

 さらに、受入れ農家には、宿泊日数、提供した

食事の回数に応じた体験料が学校より支払われ

ます。 

農業体験修学旅行、 

農家民宿受入れ農家募集 


